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トイレの個室に設置する小さいごみ箱。●サニタリーボックス
健康な状態と要介護状態の中間に位置し、身体的機能や認知機能の低下が見られる状態。●フレイル

質
問　
障
害
者
施
設
等
に
お
け

る
虐
待
防
止
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
本
市
で
は
虐
待
防
止
対

策
と
し
て
、
現
場
の
職
員
向
け

の
研
修
と
管
理
者
向
け
の
研
修

を
そ
れ
ぞ
れ
隔
年
で
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
現
場
側
と
管
理

者
側
の
感
覚
の
差
異
を
解
消
す

る
た
め
、
双
方
が
参
加
す
る
研

修
を
実
施
し
、
施
設
と
し
て
の

よ
り
良
い
対
応
を
検
討
す
る
取

り
組
み
も
進
め
て
い
る
。
今
後

も
、
よ
り
実
践
的
で
効
果
的
な

研
修
と
な
る
よ
う
工
夫
し
た
い
。

質
問　
県
の
警
戒
レ
ベ
ル
が
１

に
な
り
、
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
が
、

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
活
動

の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
高

齢
者
の
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る

事
業
が
実
施
で
き
な
い
状
況
だ

っ
た
が
、
昨
年
秋
頃
か
ら
介
護

予
防
教
室
や
高
齢
者
サ
ロ
ン
な

ど
の
事
業
を
徐
々
に
再
開
し
て

い
る
。
今
後
も
４
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
推
奨
す
る
と
と
も

に
、
再
開
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
し
、
要
介
護
、
要
支
援

状
態
に
な
ら
な
い
た

め
の
予
防
や
ア
ド
バ

イ
ス
等
を
行
い
た
い
。

の
備
蓄
品
の
支
援
体
制
は
。

答
弁　
避
難
所
の
位
置
は
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
全
戸
配
布
や

避
難
所
表
示
板
の
設
置
な
ど
に

よ
っ
て
周
知
し
て
い
る
。
避
難

経
路
は
、
地
域
の
防
災
訓
練
の

中
で
周
知
を
図
っ
て
い
く
。
ま

た
、
水
や
食
料
な
ど
の
備
蓄
品

は
、
市
内
５
カ
所
の
防
災
セ
ン

タ
ー
や
市
庁
舎
な
ど
に
備
蓄
し

て
い
る
ほ
か
、
自
治
体
や
企
業

等
と
の
災
害
協
定
に

よ
り
、
迅
速
な
供
給

体
制
を
整
え
て
い
る
。

県
内
初
と
な
り
、
ま
ず
は
市
有

施
設
、
ぐ
る
り
ん
バ
ス
等
に
導

入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
障
害
や
疾
病
で
パ
ッ
ト
等

を
使
用
し
て
い
る
男
性
向
け
に
、

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
て
い
る
民
間
施
設
も
あ
る
た

め
、
他
市
町
村
の
状

況
等
を
把
握
し
、
積

極
的
に
検
討
し
た
い
。

質
問　
豪
雨
災
害
に
備
え
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
改
定
す
る
予

定
は
。

答
弁　
現
行
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
、
平
成
30
年
９
月
に
改
定

し
た
も
の
で
、
全
戸
配
布
に
よ

り
活
用
さ
れ
て
い
る
。
令
和
３

年
７
月
の
水
防
法
の
改
正
に
よ

り
、
基
準
河
川
に
中
小
河
川
を

含
む
こ
と
と
な
り
、
洪
水
浸
水

想
定
区
域
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
本
年
度
中
に
こ
れ
ら
を

反
映
さ
せ
た
改
定
版
を
作
成
し
、

全
戸
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

質
問　
令
和
元
年
の
台
風
19
号

で
は
、
吉
井
地
域
に
多
く
の
浸

水
被
害
が
あ
っ
た
が
、
鏑
川
周

辺
の
水
害
対
策
の
現
状
は
。

答
弁　
平
成
26
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
危
険
箇
所
総
点
検
に

お
い
て
、
鏑
川
や
支
流
の
河
川
、

用
排
水
路
、
道
路
側
溝
な
ど
を

点
検
し
て
い
る
。
ま
た
過
去
に

浸
水
被
害
が
あ
り
、
緊
急
性
の

高
い
箇
所
で
は
、
土
砂
の
し
ゅ

ん
せ
つ
や
水
路
・
水
門
の
整
備
、

改
修
な
ど
を
行
い
、
浸
水
被
害

の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
今
後

も
、
引
き
続
き
水
害
対
策
に
取

り
組
み
、
市
民
の
安

全
・
安
心
の
確
保
に

努
め
た
い
。

質
問　
本
市
に
お
け
る
水
稲
の

作
付
面
積
と
収
穫
量
の
推
移
は
。

ま
た
、
コ
メ
の
取
引
価
格
は
コ

ロ
ナ
禍
前
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

答
弁　
令
和
３
年
の
水
稲
の
作

付
面
積
は
１
４
４
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
収
穫
量
は
６
８
１
０
ト
ン

で
あ
り
、
令
和
元
年
と
比
較
し

て
そ
れ
ぞ
れ
60
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

１
６
０
ト
ン
減
少
し
た
。
ま
た

コ
メ
の
取
引
価
格
は
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
最
も
良
い
等
級
で
、
令

和
３
年
産
米
が
約
８
９
０
０
円

質
問　
更
年
期
に
悩
む
女
性
が

安
心
し
て
働
き
、
社
会
で
活
躍

で
き
る
よ
う
、
広
く
市
民
に
向

け
て
啓
発
す
る
考
え
は
。

答
弁　
女
性
が
離
職
す
る
理
由

の
多
く
は
、
出
産
や
育
児
、
更

年
期
症
状
な
ど
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
合
っ
た
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
本
市
で
は
、
働
き

た
い
女
性
や
働
く
女
性
が
思
い

を
か
な
え
ら
れ
る
社
会
を
目
指

し
て
お
り
、
更
年
期
症
状
に
対

す
る
社
会
全
体
の
認
識
が
高
ま

る
よ
う
、
啓
発
に
努
め
た
い
。

質
問　
本
市
に
お
い
て
、
ミ
ラ

イ
ロ
Ｉ
Ｄ
を
導
入
す
る
考
え
は
。

　
ま
た
、
市
有
施
設
の
男
性
ト

イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
弁　
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
に
つ
い

て
は
、
導
入
す
る
方
向
で
検
討

を
進
め
て
い
く
。
導
入
す
れ
ば

で
あ
り
、
令
和
元
年
と
比
較
し

て
約
５
１
０
０
円
下
落
し
た
。

質
問　
指
定
避
難
所
の
位
置
や

避
難
経
路
を
周
知
す
る
取
り
組

み
は
。
ま
た
、
在
宅
避
難
者
へ

指定避難所の表示板

請
願
・
陳
情
の
ご
案
内

請
願
・
陳
情
と
は

作
成
上
の
注
意

　
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
日
本
語
で

件
名
、
趣
旨
、
請
願
（
陳
情
）
事
項
、

提
出
年
月
日
、
住
所
を
記
載
し
、
氏

名
に
つ
い
て
は
署
名
ま
た
は
記
名
押

印
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
件
名
、

趣
旨
は
簡
潔
に
わ
か
り
や
す
く
、
必

要
に
応
じ
て
地
図
等
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※
請
願
（
陳
情
）
者
が
複
数
の
場
合

は
、
代
表
者
を
定
め
「
ほ
か
○
人
」

と
表
示
し
、
署
名
又
は
記
名
押
印
を

し
て
、
必
ず
代
表
者
以
外
の
署
名
ま

た
は
記
名
押
印
を
し
た
署
名
簿
も
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所

氏
名
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
ま
す
。

　
市
政
に
つ
い
て
の
要
望
な
ど
を
、

ど
な
た
で
も
請
願
書
・
陳
情
書
と
し

て
市
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
請
願
は
所
管
の
委
員
会
で
審
査
し
、

本
会
議
で
議
決
し
ま
す
。
陳
情
は
本

会
議
の
際
、
議
場
で
陳
情
書
の
写
し

を
配
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
内
容
に

よ
っ
て
は
、
所
管
の
委
員
会
で
協
議

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
請
願
に
は
市
議
会
議
員
の
紹
介
が

必
要
で
す
が
、
陳
情
に
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　
請
願
書
や
陳
情
書
は
、
い
つ
で
も

提
出
で
き
ま
す
が
、
概
ね
各
定
例
会

の
告
示
日
に
締
切
り
を
設
け
て
い
ま

す
。【様式例】

　　　　　　　　　　　　　　　提出年月日
（あて先）
高崎市議会議長
　　　　　　　　　　請願（陳情）者（代表）
　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　氏名
　　　　　　　　　　　　　　（ほか○人）※
　　　　　　　　　　紹介議員　
　　　　　　　　　　　　（陳情には必要ありません。）

○○○に関する（を求める）請願（陳情）

請願（陳情）趣旨

請願（陳情）事項

請
願
の
流
れ

請
願
者

陳
情
の
流
れ

陳
情
者

採

　択

不
採
択

請
願
書
の
提
出
・
受
理

所
管
委
員
会
で
審
査

陳
情
書
の
提
出
・
受
理

本
会
議
で
写
し
を
配
付

請
願
者
へ
通
知

関
係
機
関
に
送
付

本
会
議

審
査
報
告

議

　
　決

紹
介
議
員
の

署
名
ま
た
は

記
名
押
印

所
管
委
員
会
に
付
託

市議会ホームページ（会議録検索）や以下の施設で、

どなたでもご覧いただくことができます。

今回の本会議については８月末に公開予定です。

　◦市民情報センター（市役所１階）

　◦高崎市立図書館（中央館及び地域館）

　◦倉渕公民館図書室

さらに詳しい内容は会議録で

樋ひ
ぐ
ち口 

哲て
つ
ろ
う郎

（
新
風
会
）

災
害
対
策
の
現
状

小お

の野 

聡さ
と
こ子

（
公
明
党
）

更
年
期
症
状
に
悩
む
女
性
へ
の
支
援

　
障
が
い
者
等
の
移
動
や
暮
ら
し
の
利
便
性
向
上

依よ

だ田 

好よ
し
あ
き明

（
日
本
共
産
党
）

農
業
の
持
続
的
発
展

　
豪
雨
災
害
へ
の
備
え

中な
か
じ
ま島 

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

障

害

者

支

援

　
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
対
策

河川や港
こうわん

湾などの水底の土砂を取り除き、水深の維持を図ること。●しゅんせつ
障害者手帳を所有している人を対象としたスマートフォン用アプリ。障害者手帳の情報や求めるサポート内容
などを登録することで、公共施設等での割引や必要なサポートをスムーズに受けられるもの。

●ミライロＩＤ

（P9参照）

（P8参照）

（P8参照）

（P9参照）

 

・


